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結日

「
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
合
う
地
域
社
会
を
つ
く

ろ
う
」
を
合
言
葉
に
、
地
域
住
民
の
自
治
と

連
帯
の
意
識
に
立
却
し
た
新
ら
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
昨

今
、
そ
れ
ら
諸
活
動
の
拠
点
的
役
割
を
担
う
、

中
央
公
民
館
と
漁
業
セ
ン
タ
ー
の
両
施
設
が

愈
々
建
設
の
運
び
と
な
り
、
去
る

8
月

4
日、

河
工
の
合
同
起
工
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

起
工
式
場
に
あ
て
ら
れ
た
建
設
敷
地
脇
で

は
、
す
で
に
一
足
先
き
に
着
工
し
た
町
民
会

館
の
建
設
工
事
が
槌
音
高
く
進
め
ら
れ
、
順

調
な
進
渉
を
み
せ
て
い
ま
す
。

役
場
庁
舎
前
の
海
浜
に
こ
の
三
つ
の
大
き

な
近
代
的
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
そ
の
機
能
を
提
供
で
き
る
の
は
来
年

の
6
月
頃
に
な
る
見
込
み
で
す
。
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過
日
、
町
内
田
覧
に
よ
っ
て
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
本
年
度
の
全
県

的
重
点
的
施
策
と
し
て
、
昭
和
五
十
七

年
一
一
一
月
三
十
一
日
迄
「
家
庭
に
ね
む
ア

て
い
る
子
ど
も
の
本
を
生
か
そ
う
口
と

運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
於
て
も
、
寄
贈
さ
れ
た
本
を

通
し
て
、
大
洗
町
の
子
ど
も
遠
に
、
読

書
に
親
し
む
習
慣
と
態
度
を
育
て
る
と

共
に
「
地
域
の
連
帯
感
」
・
「
善
意
へ
の

感
謝
」
・
「
物
を
大
切
に
す
る
心
L

な
ど

を
育
て
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
主
旨
に
、
平
速
ご
賛
同
い
だ
た

き
、
た
く
さ
ん
の
本
が
集
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
れ
等
の
本
は
、
直
ち
に
整
理

し
て
、
「
巡
回
文
庫
ひ
ま
わ
り
号
」
に
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大
洗
港
の
繋
備
促
進
に
あ
た
り
ま
し

て
は
臼
頃
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
昭
和
回
年
に

大
洗
港
と
北
海
道
を
結
ぶ
長
距
離
カ
ー

ブ
ェ
リ

i
の
就
航
を
め
ざ
し
て
、
目
下
、

港
湾
建
設
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま

す。
昭
和
田
年
度
は
、
別
図
の
通
り
埋
立

工
事
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆

様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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乗
せ
、
町
内
の
皆
様
方
に
利
用
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

軒
町
内
青
少
年
の
将
来
の
幸
せ
の
た
め

に
、
、
五
回
目
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、

ご
家
庭
内
に
ね
む
っ
て
い
る
子
ど
も
の

本
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
協
力
下
さ
い
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

尚
、
ご
寄
婚
下
さ
る
本
は
、
お
手
数

で
も
大
洗
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

T
E
L
七
i
五
一
一
一
内
線
七
二
ま
で

お
届
け
下
さ
る
主
つ
お
願
い
致
し
ま
す
。

八
月
中
に
ご
寄
贈
下
さ
っ
た
方
々
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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障
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防
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障
釜
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一
わ
だ
し
た
ぢ
の
社
会
は
、
い
ろ
い
ろ
料
品
人
間
の
あ
つ
ま
り
で
あ
一
}
ノ

t

i

F

I

:

一
一
り
、
人
は
み
な
お
互
い
な
肪
け
合
っ
て
生
き
て
い
る
の
で
す
。
一
効
果
的
な
対
策
を
推

…

r
i
l
l
-
-韓
曾

蓄
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記
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拡

最

終

回
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触

れ

合

い

を

深

め

よ

の
よ
う
な
目
的
を

一
陣
答
を
持
つ
人
の
社
会
へ
の
「
完
①
一
障
答
を
も
っ
人
が
、
身
体
的
に
も
め
に
は
、
ま
ず
、
障
害

一
全
参
加
と
平
等
」

i
l隊
害
者
が
普
精
神
的
に
も
社
会
に
適
応
す
る
こ
と
普
通
の
人
と
同
じ
社
会

…
通
の
人
と
間
同
じ
よ
う
に
生
活
を
送
る
が
で
き
る
よ
う
に
援
助
す
る
こ
と
。
る
と
い
う
考
え
方
に
立

…
こ
と
が
で
き
、
皆
が
平
等
に
事
わ
せ
③
障
害
を
も
っ
人
に
、
援
勤
、
前
練
、
切
で
す
。
そ
れ
に
は
、
一

…
る
よ
り
よ
い
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
す
医
療
及
び
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
人
に
対
す
る
寝
解
を
深
町

一
こ
と
が
、
恩
際
陸
答
者
年
の
大
き
な
て
、
適
切
な
仕
事
に
つ
き
、
社
会
生
先
決
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
…

…

目

標

で

す
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十

分
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こ

と

が
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年
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を
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、
つ
ま
り
肉
体
的
、
よ
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に
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こ
と
。
ん
で
、
中
央
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ん
地
元
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一
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に
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月
日
記
強
行
事
巴
参
加
し
よ
う
目
立
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一

活

上
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ハ

ン

テ

極

的

に

参

加

し

、

一

一
ィ
を
負
わ
な
く
て
も
い
い
よ
う
な
社
③
障
答
を
も
っ
人
が
社
会
生
活
に
実
際
障
害
を
持
つ
人
と
の
交
流
を
通
し
て
…

…
会
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
こ
そ
、
わ
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
公
共
建
築
人
間
的
な
触
れ
合
い
を
よ
り
深
め
て
一

一
た
し
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
課
題
と
い
物
や
交
通
機
関
を
利
用
し
や
す
く
す
い
く
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
一

一

え

ま

し

ょ
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。

る

こ

と
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は

じ
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、

日

常

生

活

に

お

一

…
そ
こ
で
、
障
窓
口
を
持
つ
人
の
社
会
け
る
実
際
的
な
参
加
が
容
易
に
で
き
、
時
政

y

一

一
へ
の
「
完
全
参
加
と
平
等
」
を
実
現
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
。

mwvr

一

臨

場

…
す
る
た
め
の
〈
国
際
障
害
者
年
五
④

E
Zも
つ
人
が
経
済
・

2
・

政

阻

岡

V
穴

…

一
つ
の
自
的
〉
に
つ
い
て
今
一
度
振
り
治
添
動
に
参
加
し
、
賞
献
す
る
権
利
@
曹
司
弘
岬

一

返

っ

て

み

ま

し

ょ

う

。

を

も

つ

こ

と

を

国

民

に

知

ら

せ

、

現

d
M的
戦

曹

、

一

…

〔

国

際

障

害

者

年

五

つ

の

自

的

〕

解

さ

せ

る

こ

と

。

一

f
l
I
1
6
1
1
1
1
1
i
i
l
e
i
-
6
l
i
l
i
-
-
i
l
o
l
l
i
-
-
l
e
i
-
-し

4
1

内

2ι

間
四
，
，
I
J
m
抑
役
員
改
選

大
洗
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ

関
野
ま
さ
い

川
崎
京
子

千

葉

満

校

坂
本
恵
子

関
山

7
サ

綿

貫

敏

子

川
俣
静
子

高

木

貞

子

自

国

光

子

高

木

一

郎

い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

税
金
面
で
も
優
遇
措
震
が
と
ら
れ
て

お
り
、
六
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
で
、

年
間
の
所
得
金
額
が
一
千
万
円
以
下
の

人
は
、
所
得
税
を
計
算
す
る
と
き
次
の

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
老
年
者
控
除
所
得
控
除
の
一
つ

と
し
て
、
二
三
万
円
を
所
得
金
額
か

ら
義
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
若
年
者
年
金
特
別
控
徐
富
民
年

金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
や

恩
給
の
収
入
金
額
か
ら
、
七
八
万
円

を
差
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
納
税
者
が
、
本
人
や

配
偶
者
の
父
母
、
祖
父
母
な
ど
筒
一
系
尊

族
で
、
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
扶

養
し
て
い
る
場
合
に
は
、
通
常
の
老
人

扶
養
控
徐
三
五
万
円
に
五
万
円
を
加
、
え

た
四
十
万
円
を
差
引
く
特
典
な
ど
も
あ

り
ま
す
。
な
お
、
く
わ
し
く
は
税
務
署
・
税
務

相
談
室
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

お
年
寄
りとけ

円
相
刷

話
必

n-
金

9
月
日
日
は
敬
老
の
日
、
お
年
寄
り

を
敬
い
、
長
寿
を
祝
う
行
事
が
各
地
で

催
さ
れ
ま
す
。

国
の
重
要
な
し
ご
と
の
一
つ
に
社
会

福
祉
の
充
実
が
あ
り
、
老
齢
者
福
祉
年

金
の
給
付
や
老
人
ホ

l
ム
の
建
設
な
ど

会
長
副
会
長
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事

理
事
幹
事
会
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会
計
監
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ネ
ス
連
絡
畏

一
、
雑
布
捌
枚

水
戸
市
文
化
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祉
会
内

自
い
れ
会
代
表
伊
勢
山
一
億
江
殿

大
賞
小
学
校
と
街
中
学
校
へ
清

掃
用
と
し
て
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
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去
る
七
月
一
一
一
十
日
の
臨
時
町
議
会
で
本
年
度
の
保
険
税
の
税
率
が
、
別
表
の

と
お
り
決
り
ま
し
た
。
国
保
で
支
払
う
医
療
費
が
、
毎
年
毎
年
増
加
し
て
い
る

た
め
、
保
険
税
も
そ
れ
に
つ
れ
て
毎
年
引
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
一
年

間
町
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、
医
療
費
(
町
支
払
分
7
割
額
)
を
八
億
一
一
一
千
万
円

程
支
払
い
ま
し
た
。
一
ヵ
月
平
均
約
七
千
万
円
程
支
払
っ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ

を
一
日
当
り
に
な
お
す
と
二
百
三
拾
万
円
程
毎
日
支
払
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

前
年
と
比
較
す
る
と
六
・
八
%
の
医
療
費
の
自
然
場
を
示
し
ま
し
た
。
当
初
、

は
二
ハ
・
六
%
の
増
を
見
込
み
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
医
療
費
節
約
な
ど
の
ご

協
力
の
お
陰
で
、
五
十
五
年
度
の
剰
余
金
一
が
見
込
額
よ
り
増
え
ま
し
た
の
で
、

そ
の
分
六
千
五
百
万
円
と
、
町
の
補
助
金
一
一
一
千
万
円
計
九
千
五
百
万
円
安
」
税
の

軽
減
に
充
当
し
、
当
初
引
上
げ
見
込
額
平
均
七
・
二
%
を
平
均
二
・
六
%
の
最

少
践
に
止
め
、
皆
さ
ん
の
負
担
を
出
来
る
だ
け
少
な
く
す
る
よ
う
配
慮
い
た
し

ま
し
た
。
一
世
帯
平
均
で
二
二
八

O
O円
一
人
当
り
平
均
で
三
六
五
八
七
円

程
に
な
り
ま
す
。
五
十
六
年
度
の
医
療
費
(
町
支
払
分
7
割
額
)
は
、
九
億
八
千

三
百
万
円
余
り
に
見
込
れ
、
一
ヶ
月
平
均
八
千
百
万
円
程
に
な
り
ま
す
。
六
月
に

は
医
療
費
改
定
が
実
施
さ
れ
、
平
均
で
八
・
一
%
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
一

方
に
お
い
て
薬
価
基
準
の
引
下
げ
(
改
定
率
一
八
・
六
%
医
療
費
べ

l
ス
六
・
一

%
各
々
引
下
げ
)
が
同
時
に
行
わ
れ
た
た
め
、
医
療
費
へ
の
影
響
は
二
%
程
度
と

み
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
民
の
健
康
を
願
う
国
民
健
康
保
険
は
、
常
に
健
全
財
政

を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
適
切
な
予
算
措
置
も
必
要
で
す

が
、
も
っ
と
大
切
な
こ
と
は
、
皆
さ
ん
が
常
に
健
康
に
向
田
意
さ
れ
て
健
康
な
家

庭
作
り
に
よ
っ
て
医
療
費
の
節
約
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
保
険

税
の
引
上
げ
を
防
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
も
保
険
税
が
引
上
げ
に
な
り
大
変
心
苦
し
い
次
第
で
す
が
、
見
世
間
さ
ん

が
健
康
保
険
の
相
互
扶
助
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
よ
ろ
し
く
納
税
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

。
臼
頃
の
健
康
臼
頃
の
努
力

。
正
し
い
受
診
で
明
日
へ
の
健
康

O
保
険
税
納
め
て
安
心
わ
が
家
の
健
康

ふ
ぜ
し

円

て

万

れ

た

∞
さ
し

筋

減

ま

金

軽

り

余

円

な

剰

引

に

J

7

円
幻
ー
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の

邸

内
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F
町
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所得害rj 100分の 100分の ム

----------戸
------

310 310 10 

------100分の 100分の ム

------
~ 

資産書1]
160 140 20 

------均等割
1人につき 1人につき 内 内 円 内
13，200円 13，800河 600 1，100 1，150 50 

平等製 1世帯につ河き l 世帯につき 円
1，330 河 1，400 円

円
15，960 16，800円 840 70 
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し
て
筑
波
研
究
学
国
都
市
で
捕
か
れ
ま

す
。
茨
城
県
へ
お
出
か
け
下
さ
い
」
と
の

挨
拶
の
あ
と
、
科
学
万
博
コ
ン
パ
ニ
オ

ン
と
水
戸
の
梅
む
す
め
が
科
学
万
博
と

観
光
茨
城
の
P
R
を
行
い
、
続
い
て
郷

土
芸
能
本
場
磯
節
保
存
会
の
訂
名
に
よ

る
「
民
謡
と
踊
り
」
鯛
踊
り
、
磯
原
節
、

あ
や
め
締
り
、
本
場
磯
節
甚
句
入
り
、

大
洗
大
漁
節
世
一
寸
の
、
唄
と
踊
り
が
一
緒

に
披
露
さ
れ
、
終
始
大
き
な
拍
手
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

会
場
を
う
め
た
観
客
の
中
か
ら
「
本

場
磯
節
を
聞
き
見
る
こ
と
が
出
来
て
よ

か
っ
た
己
と
の
声
も
さ
さ
や
か
れ
て
い

ま
し
た
。

大
貫
小
@
あ
さ
ひ
子
供
郵
便
蝿

呂
的
を
も
っ
た
貯
蓄
心
と
物
を
大
切

に
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
よ
、
っ
と

大
賞
小
学
校
で
は
昭
和
泊
年
日
月
日
日

「
あ
さ
ひ
子
供
郵
便
局
」
を
設
立
し
、

以
降
貯
婆
心
の
向
上
に
努
め
て
き
ま
し

た
が
、
そ
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
去
る

6
月
日
日
、
神
奈
川
県
横
浜
貯
金
会
館

で
郵
便
貯
金
局
長
賞
を
受
賞
い
た
し
ま

し
た
。大
賞
小
学
校
あ
さ
ひ
子
供
郵
便
局

(
和
問
美
鈴
代
表
)
は
、
五
・
六
年
生
誌

名
が
郵
便
局
買
と
な
り
、
毎
月
第
3
火

曜
日
を
貯
金
日
と
定
め
貯
金
経
理
を
行

第117~苦(3) 

な
い
。
児
童
全
員
が
預
金
者
と
な
り
現

在
高
は
一
千
四
百
万
円
を
過
え
、
児
童

一
人
当
り
ニ
万
八
千
円
の
貯
蓄
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

貯
金
源
と
し
て
、
①
こ
ず
か
い
の
節

約
出
%
②
勤
労
に
よ
る
も
の
ぬ
%
等
で

す。
児
背
中
達
は
金
銭
出
納
な
ど
、
生
き
た

学
習
経
験
を
通
じ
て
、
素
早
く
、
正
し

く
、
親
切
に
、
の
サ
ー
ビ
ス
精
神
と
自

己
の
責
任
感
ま
た
、
預
金
児
支
は
家
庭

内
で
の
貯
蓄
心
の
向
上
に
、
大
き
な
役

割
を
来
し
て
い
ま
す
。

広
報
力
お
お
あ
ら
い
。
で
も
毎
号
の
よ
う
に
御
紹
介
し
て

お
り
ま
す
と
お
り
、
地
域
の
人
々
の
善
意
に
よ
る
奉
仕
活
動

が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
、
そ
の
輪
も
次
第
に
広
が

り
を
み
せ
な
が
ら
住
む
人
々
の
連
帯
の
意
識
を
深
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
町
民
の
皆
さ
ん
の
強
い
自
治
意
識
や
連
帯
感

の
上
に
た
っ
た
諸
活
動
が
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く

り
の
考
え
方
に
も
合
致
す
る
わ
け
で
す
。

み
な
さ
ん
の
手
で
、
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
楽
し
い
町
づ
く
り

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

暮
由
一
周
碑
周
辺
の
清
播
整
備
と

街
路
グ
り

i
ン
ベ
ル
ト
の
清
諦

大
洗
海
岸
の
松
林
に
あ
る
H

暮
鳥
の

碑
。
の
周
辺
が
見
違
、
え
る
様
に
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。

玉
砂
利
が
敷
き
つ
め
ら
れ
た
碑
の
ま

わ
り
に
は
玉
椿
の
笛
木
が
植
え
ら
れ
、

そ
の
脇
に
は
碑
の
由
来
を
記
し
た
真
新

し
い
案
内
板
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
雨
沢
利
夫

会
長
)
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
、
去
る
7

月
日
日
、
早
朝
の
6
時
か
ら
奉
仕
を
行

な
い
繋
備
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
同
日
同
時
刻
に
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
別
動
隊
の
皆
さ
ん
が
、
ラ

イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
(
関
野
ま
さ
い
会
長
)

の
皆
さ
ん
と
協
同
で
、
ず
麦
海
i
大
洗
線

(
東
光
ム
口
i
大
鳥
居
)
の
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
の
清
掃
奉
仕
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
に
繰
を
ノ
の
間
口
標
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
実
践
す
る
た
め
、
毎
年
間
ク
ラ

ブ
で
植
樹
や
ザ
草
む
し
り
な
ど
の
管
理

作
業
を
行
な
い
、
町
民
は
も
と
よ
り
観

光
客
の
白
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
も
の
で

す。

海
岸
@
道
路
@
花
壇
等
の

清

掃

奉

仕

海
の
季
節
を
迎
え
、
大
洗
の
海
岸
周

辺
を
汚
れ
か
ら
守
ろ
う
と
、

7
月
初
日

か
ら
8
月
お
日
迄
、
各
種
団
体
に
よ
る

清
掃
奉
仕
が
活
発
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

美
し
い
海
浜
、
そ
の
陰
に
は
人
々
の

美
し
い
心
と
行
動
の
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

毎
年
、
海
岸
清
掃
等
に
励
ん
で
い
る

団
体
を
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

O
磯
浜
小
学
校

O
祝
町
小
学
校

O
大
賞
小
学
校

O
夏
、
海
小
学
校

O
第
一
中
学
校

O
南
中
学
校

O
大
洗
高
等
学
校

O

水
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
大
洗
支
部

O
大
洗
町
交
通
安
全
母
の
会

O
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

O
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
茨
城
第
1
回

O
磯
浜
子
供
会
育
成
会

O
祝
町
子
供
会
育
成
会

O
大
賞
子
供
会
育
成
会

O
夏
海
子
供
会
育
成
会

O
東
宏
会

O
身
障
者
福
祉
協
議
会

O
磯
浜
婦
人
会

O
大
賞
婦
人
会

O
大
洗
町
高
校
生
会

O
佐
藤
利
夫
さ
ん

O
東
光
ク
ラ
ブ

磯
浜
町
十
円
単
穴
五

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に

浪

曲

て。

慰

問

去
る
7
月
M

抗
日
の
午
后
、
老
人
憩
の

家
に
町
内
の
お
年
寄
り
を
招
い
て
浪
曲

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
小
沼
彦
十
(
八
一
一
)
さ
ん
(
磯
浜

町
制
番
地
)
が
、
か
つ
て
ゆ
か
り
の
あ
っ

た
浪
曲
師
木
村
松
太
郎
師
を
、
米
川
昇

作
さ
ん
の
仲
介
に
よ
り
招
い
て
、
老
人

慰
問
の
奉
仕
を
行
な
っ
た
も
の
で
、
当

日
集
ま
っ
た
約
印
名
の
お
年
寄
り
の
皆

さ
ん
は
、
一
行
4
名
の
熱
演
に
大
き
な

拍
手
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

地
引
網
を
無
料
提
供

昨
年
に
引
き
続
き
、
善
意
の
地
引
網

の
奉
仕
が
磯
浜
海
水
浴
場
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
群
馬
県
新
里
村
に
あ
る
社
会
福
祉
法

人
・
わ
た
ら
せ
養
護
関
(
清
水
俊
衣
施

設
長
)
で
は
子
供
た
ち
に
海
水
浴
を
、

と
、
毎
年
当
地
に
ま
い
り
ま
す
が
、
今

年
も
問
問
先
品
名
に
訂
名
の
先
生
・
父
兄

が
付
き
添
い
、
去
る
7
月
目
臼
に
磯
浜

海
水
浴
場
・
照
山
売
広
(
照
山
一
勇
き
ん
)

を
訪
れ
ま
し
た
。

熊
山
さ
ん
は
山
の
園
児
た
ち
に
地
引

網
の
楽
し
さ
を
経
験
さ
せ
よ
う
と
、
用

意
し
た
網
を
無
料
で
提
供
し
、
養
護
聞

か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

+ @ 

た
と
え
ば
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

六
と
八
で
は
、
数
字
の
上
で
は
単

に
ニ
の

J
F
で
す
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
大
き
き
で
は
約
千
倍
も
の

開
き
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
い
い
ま
す
と
、
広
島

に
落
と
さ
れ
た
原
爆
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
に
匹
敵

し
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
一
・
九
規

模
が
大
き
い
大
正
十
二
年
の
関
東

大
地
震
は
広
島
の
原
爆
の
約
六
百

五
十
倍
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
相
当

し
ま
す
。
こ
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を
基
準

に
し
た
分
類
で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
七
以
上
を
大
地
震
、
五
百
上

を
中
地
震
、
一
一
一
以
上
を
小
地
震
と

し
て
い
ま
す
。

よ
く
知
ら
れ
た
「
地
震
、
雷
、
火
事
、
親
父
」
を
、
今
日
流
に
「
地

襲
、
台
風
、
火
事
、
津
波
」
な
ど
と
い
う
人
も
い
る
よ
う
で
す
が
、

そ
れ
は
と
も
か
く
地
震
の
恐
ろ
し
き
は
昔
も
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

日
本
は
世
界
の
地
震
の
一
O
%
を
引
き
受
け
て
い
る
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
地
震
の
多
い
国
で
す
。
体
で
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
か
有
感
地
震
。
は
、

一
年
間
に
千
件
前
後
発
生
し
て
い
ま
す
。

九
月
一
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。

大
正
十
二
年
九
月
一
白
の
関
東
大
震
災
に
ち
な
ん
で
昭
和
三
十
五
年
に
設
け

ら
れ
た
も
の
で
、
災
害
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
常
に
そ
の
心
構
、
え
を
怠
る
こ

と
な
く
、
い
ざ
と
い
う
特
に
備
え
よ
、
?
i
iと
い
う
も
の
で
す
。

お
宅
の
地
震
対
策
は
大
丈
夫
で
す
か
。

あ
本
た
の
出
織
の
ブ

E
ッ
タ
ベ
い
は

大
丈
央
で
す
か

昭
和
五
十
三
年
六
月
に
起
こ
っ
た
「
宮
城
県
沖
地
震
」
で
、
倒
れ
た
ブ
ロ
ッ

ク
ベ
い
が
多
く
の
人
命
を
奪
っ
た
こ
と
は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
、
防
犯
に
も
役
立
つ
へ
い
が
、
な
ぜ
、
一
瞬
の
う
ち
に

恐
ろ
し
い
凶
器
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か

?
l
iー
そ
の
後
の
調
査
で
は
、
基
礎

部
分
に
鉄
筋
が
な
か
っ
た
な
ど
の
H

ず
さ
ん
な
っ
く
り
。
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
惨
事
を
防
止
す
る
た
め
、
建
築
基
準
法
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
へ
い

の
高
さ
、
っ
く
り
方
な
ど
に
つ
い
て
規
定
を
設
け
て
い
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
ぺ
い
を
つ
く
る
と
き
は
、
こ
の
規
定
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
す
で
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
い
で
も
、
正
し
く
工
事
が
さ
れ

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
や
、
古
く
て
ガ
タ
つ
い
て
い
る
場
合
は
平
日
に
世
専

門
家
の
点
検
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
補
強
し
て
お
し
ま
し
ょ
う
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
工
ネ
ル
、
ギ
i

「1
」
が
「
3
」
に
な
る
と
、

数
は
「
2
」
増
、
え
る
。

こ
れ
は
簡
単
な
算
数
で
す
が
、

地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
場
合
は
、

数
字
の
加
減
算
の
よ
う
に
は
い
き

ま
せ
ん
。

だ去す
¥・グ李氏ン¥_T.? 

「
新
し
い
海
の
文
化
都
市
の
創
造
」

を
テ
!
?
に
神
戸
市
で
関
か
れ
て
い
る

ポ
ー
ト
ピ
ア
剖
は
連
日
盛
況
の
賑
わ
い

で
す
が
、
「
茨
城
県
ふ
る
さ
と
の
日
」

に
あ
っ
た
去
る
7
月
泣
呂
、
県
と
県
観

光
協
会
が
共
催
し
て
本
県
を
代
表
す
る

郷
土
芸
能
の
上
演
や
県
特
産
品
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
な
ど
、
観
光
P
R
を
行
な
い
ま

し
た
。当
町
か
ら
は
大
洗
本
場
磯
節
保
存
会

(
石
井
力
会
長
・
会
員
削
名
)
が
参
加

し
て
、
伝
統
的
郷
土
芸
能
で
あ
る
か
磯

節
。
を
披
露
し
ま
し
た
。

お
ま
つ
り
は
国
際
広
場
で
行
な
わ
れ
、

竹
内
副
知
事
の
「
昭
和

ω年
H

科
学
万

博
つ
く
ば
出
。
が
新
し
い
未
来
を
め
ざ

郵
便
貯
金
日
判
長
賞
を
受
賞



らあ (4) 

V
試
験
の
種
類
甲
種
第
4
類
消
防
設

備
士
試
験

V
受
験
資
格
特
別
試
験

を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
昭

和
田
年
7
月
1
日
現
在
に
お
い
て
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

ω

ガ
ス
事
業
法
(
昭
和
泊
年
3
月
紅
白
法

律
第
日
号
)
第
訂
条
に
規
定
す
る
ガ
ス

主
任
技
術
者
。

ω特
定
ガ
ス
消
費
機
器

の
設
置
工
事
の
監
督
に
関
す
る
法
律

(
昭
和
町
内
年
5
月
刊
日
法
律
第
泊
目
立

第
4
条
に
規
定
す
る
か
ス
消
費
機
器
設

置
工
事
監
督
者
の
う
ち
、
消
助
法
第
口

条
の
8
第
3
墳
の
規
定
に
適
合
す
る
者

第117号

「
明
治
時
代
の
写
真
相
帆
集
」
に

ご

協

力

を

F 

大
洗
町
史
編
さ
ん
委
員
会
で
は
、
次

の
よ
う
な
資
料
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、

資
料
収
集
業
務
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
写
真
な
ど
を
お
持
ち
の
方

は
、
提
供
又
は
貸
与
下
さ
い
ま
す
よ
う

町
民
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す。
提
供
又
は
貸
与
下
さ
れ
る
方
は
、
お

手
数
で
も
大
洗
町
教
育
委
員
会
社
会
教

育
係
(
電
話
(
七
)
五
一
一
一
内
線
七

一
一
)
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

(
必
要
な
資
料
)

明
治
時
代
の
写
真

例
、
え
ば
那
珂
川
商
船
「
那
珂
川
丸
」

海
門
橋
・
溜
沼
橋
・
渡
舟

L、

祝
町
の
楼
廊

県
立
水
産
試
験
場
・
磯
浜
漁
港
工

事
事
務
所

磯
浜
分
署
・
祝
町
巡
査
派
出
所

鉾
田
|
大
賞
間
の
客
馬
車

磯
浜
商
業
銀
行
・
磯
浜
郵
便
局
・

磯
浜
銀
行

小
学
校
(
祝
町
・
磯
浜
・
大
賞
・

夏
海
)

磯
浜
漁
業
事
務
所

子
力
水
消
火
器
・
消
妨
経
詰
所

品
一
一
宮
龍
水
消
火
器
・
分
間
器
具
置
場

ま
と
い
・
高
張
提
灯
・
金
馬
簾

そ
の
他
風
俗
・
風
景
な
ど
の
写
真

.
文
章
一
間
等
・
明
治
時
代
の
も
の
で

あ
れ
ば
、
ご
連
絡
方
お
願
い
致
し

ま
す
。

大
洗
町
史
「
資
料
集
」
を
発
刊

お

大
洗
町
史
編
さ
ん
委
員
会
で
は
、
こ

の
た
び
大
洗
町
史
の
資
料
集
と
し
て
次

の
二
巻
を
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
資
料
集
の
有
料
頒
布
を
行

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
購
入
ご
希
望

の
方
は
大
洗
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育

係
(
電
話
七

l
五
一
一
一
内
線
七
一
一
)

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お

@
第
一
集
「
大
洗
町
の
小
字
地
名
」

A
5
版
ニ
ニ
頁
(
小
字
地

名
地
国
付
)
五

O
O円

@
第
二
集
「
守
山
藩
史
料
」

A
5
版
一
二
一
一
一、

0
0
0円

(
郵
送
料
は
別
)

〈上〉

消
防
設
備
士
(
申
種
第

4
類
)

試
験
が
行
わ
れ
ま
す

昭和56~9 月 1 8 

マ
試
験
期
日
目
月
初
日
(
金
)
場
所

茨
城
県
立
青
少
年
会
館
(
水
戸
市
緑
町

一
1
7
1
一
八
)

V

受
験
手
続
受

験
願
書
は
茨
城
県
総
務
部
消
妨
防
災
課

大
洗
町
消
防
本
部
で
配
布
し
ま
す
。

V
受
験
膿
書
受
付
期
間
山
月
2
8
か

ら
5
臼
郵
送
の
場
合
は
叩
月
5
日
の
泊

印
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効
提
出
先
主

茨
城
県
総
務
部
消
防
防
災
課
(
一
γ
抑
水

一
戸
市
三
の
丸
一
!
?
?
?
?
?
五

i
一
一
一
八
)
そ
の
他
、

詳
し
く
は
茨
城
県
総
務
部
消
防
防
災
課

(
電
話

O
二
九
一
一
jet-
二
四
!
八
七
一

一
)
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ
②

ご
辱
知
で
す
か
グ
電
話
の
マ
ナ
i
d

じ
よ
う
ず
な
電
話
の
う
け
方
の
ポ
イ

ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

*

*

 

ベ
ル
が
鳴
っ
た
ら
す
ぐ
出
て
名
の
り
ま

し
ょ
、
7
。

ベ
ル
が
鳴
っ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早

く
受
話
器
を
と
り
「
ハ
イ
、

0
0
で
す
」

と
ハ
ツ
キ
リ
名
の
り
ま
し
ょ
う
。
待
た

せ
た
ら
「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
、
。
。

で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
ょ
う
。

電
話
機
の
感
度
は
バ
ッ
グ
ン
、
つ
つ
抜

け
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

電
話
機
の
威
震
は
怒
っ
た
よ
り
敏
感
。

4
メ
ー
ト
ル
四
万
の
音
声
は
相
手
に
つ

つ
抜
け
で
す
。
う
ち
う
ち
の
話
は
送
話

口
を
手
の
ひ
ら
で
し
っ
か
り
押
え
て
か

ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

か
け
た
方
か
ら
受
話
器
を
お
き
ま
し
ょ

、
7
0通
話
が
終
っ
た
場
合
は
「
か
け
た
方

か
ら
先
に
切
る
」
の
が
ル
!
ル
で
す
が
、

相
手
が
お
客
さ
ま
や
、

B
上
の
人
の
と

き
は
、
先
方
が
切
っ
て
か
ら
こ
ち
ら
が

受
話
器
を
お
き
ま
し
ょ
、
7
0

-10月開講一

講座名 コ ス 期 筒 車歪 費

言書 選 初級 1，II，中級 1，II 1か年 10，000円
石更 霊安 指書編 1，II，行革編 1，II 6 カミ月 9，500円
母と子の 力、ナピ主

6 カる月 9，000円石更 室経 小学生の漢字上 II，III 
一一一一一一一一一L 

3級(溜業簿記)
簿 言己 2級(商業簿記) 6 カミ月 9，500円

工業簿記

Nド 七j 俳句入門 6 カ為月 9，000円
文 主主 恭礎，続基礎，実践，錬成 6 カミ月 9，000円

画
水彩・静物 1，II 

6 カ‘月 13，000円水彩・風景 I

図 i日民
入門

6 カミ月 9，000円実戦

英 三ロ五口 基礎，続基礎，実力養成 6 カ当月 9，000円

00 三ロまι五z 基礎 6 カ込月 9，000円

'81秋の受講生募集一覧

国
際
嘩
害
者
年
に
ち
な
む

寄
附
金
っ
き
郵
便
切
手
の
発
行

国
際
連
合
は
、
昭
和
五
十
一
年
(
一

九
七
六
年
)
の
総
会
に
お
い
て
、
そ
の

五
年
後
の
昭
和
五
十
六
年
二
九
八
一

年
)
、
す
な
わ
ち
本
年
を
「
国
際
障
害

者
年
」
と
す
る
こ
と
を
決
議
し
ま
し

た
我
が
固
に
お
い
て
も
、
国
際
障
害
者

年
事
業
の
推
進
の
た
め
、
総
理
府
に
国

際
障
害
者
年
推
進
本
部
を
設
置
し
、
啓

発
活
動
、
福
祉
施
策
な
ど
種
々
の
施
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。

郵
政
省
と
し
て
も
、
国
際
障
害
者
年

の
魯
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
棒

害
者
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
た

め
、
次
の
よ
う
な
国
際
障
害
者
年
に
ち

な
む
寄
約
金
っ
き
郵
便
切
手
を
昭
和
五

0 十
名(六
発年
称行九
す月

六寄国る一
十約擦切日
円金跨手か
つ筈のら
さ者内発
郵年容行
使に)し
切ちま
手な寸
む ν

O
料

額
付
加
さ

れ
る
寄

約
金
の

十
円
額

O
寄
附
目
的

社
会
福
祉
の
増
進
一
を
目
的
と
す
る
事

業
を
行
う
団
体
(
障
害
者
の
福
祉
の

増
進
を
目
的
と
す
る
事
業
を
行
、
つ
団

体
に
限
る
。
)
の
当
該
事
業
の
実
施
に

必
要
な
費
用
に
充
て
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
〈
大
洗
郵
便
局
〉

新
郵
便
年
金
制
度
発
足
の

お

知

ら

郵
便
局
で
は
こ
の
た
び
九
月
一
日
か

ら
新
し
い
郵
便
年
金
を
お
勧
め
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
年
金
は
受
け

取
る
年
金
額
が
毎
年

3
%ず
つ
順
次
増

加
す
る
ほ
か
剰
余
金
を
割
増
し
て
よ
積

干186東京都国立市富士見台2-36

電話 (0425)72-3151 

f
 

切れた電線にご注意.イノ

φ経費は教材費等を含むすべての費用です。
③受付〆切は 9月30Bまで案内書(無料)は希望

の講康(コース)名を記入してハガキで右記へ
令囲碁(紋送手IJ用コース)，数学教室は56年度秋の
募集はしません。。CNH K通信高校講座Jを視聴して勉強する恰高
等学校誌は57年2月から入学者を募集します。

〈東京電力からのお願い〉

せ

さ
れ
る
年
金
で
あ
り
ま
す
。
物
価
の
上

昇
に
も
あ
る
稜
度
見
合
い
、
老
後
の
生

活
安
定
に
も
お
役
立
で
き
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
郵
使
局
へ

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

これから、カミナリや台風が多く発生する時期

となります。時には、カミナリが漆ちて送電設備が故鐙したり、

電線が切れたりして、電力設備の事故を起こし、復18に思わぬ

待問がかかることがあります。

もし、切れた電線を見つけたら、危険ですか

ら絶対にさわらないで、すぐに最寄の東京電力

までお知らせ下さい

東京電力(株)水戸営業所
宮0292(25) 1 5 1 1 

受
け
よ
う
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

3
月
1
自
1
9
月
日
自

全
町
内
を
巡
回
す
る
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の
機
会
を
の
が
さ
ず

に
、
ぜ
ひ
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

月
/ 
日

般ジ百
ブ

傷ア昌

風ア咳

稜
r昆
〆合、
口

本羽健中目

名

生
後

M
ヵ
月

i
M叩
ヵ
月
の
者

官
宇

業

主す

象

者

9 
/ 
10 

百

日

咳

ジ
フ
テ
リ
ア
一
一
古
檀
混
合

破

傷

風

生
後

μ
ヵ
月

i
M叩
カ
月
の
者

ん

障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練
を
必
要
と

す
る
者

生
後

1
歳

8
ヵ
月

1
6
歳
未
満
の
者

(
申
込
制
)

生
後

2
ヵ
月
j

3
ヵ
月
の
者

生
後

7
ヵ
月

1
8
ヵ
月
の
者

生
後

1
歳

6
ヵ
月

1
6
歳
未
満
の
者

(
申
込
制
)

障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練
を
必
要
と

す
る
者

9 
/ 
14 

機

能

回

復

訓

練談ん

満
2
歳
児
誕
生
日
に
透
し
た
者

生
後
日
年

7
丹
生
よ
り

生
後
日
年
9
月
生
ま
で
の
者

師
陣
害
者
で
機
能
回
復
訓
練
を
必
要
と

す
る
者

満
2
歳
誕
生
日
に
透
し
た
者

員会

生
後

2
ヵ
月

1
3
ヵ
月
の
者

生
後
7
ヵ
月

1
8
ヵ
月
の
者

9 
/ 
16 

麻

し

談

妊
婦
及
び
母
性

9 

/ 
17 

育

児

障
答
者
で
機
能
包
復
訓
練
を
必
要
と

す
る
者

9 

/ 
18 

麻

し

9 

/ 
21 

機

能

回

復

訓

練

受
付
時
間

η
L
 

/

2

 

ハ叫
υ

2

歳
児
相
相
談

-
待
問
山
分

2
昨
吋
初
分

9
時
∞
分

3
時
∞
分

1
待
日
分

2
持
応
分

1
時
間
μ
分

2
時
応
分

1
時
日
分

2
時
日
分

9
肱
吋
∞
分

3
時
∞
分

9
時
∞
分

日
時
初
分

1
時
間
山
分

2
時
吋
応
分

9
時
∞
分

3
時
∞
分

9
時
吋
∞
分

ロ時吋
m
山
分

1
時
間
川
分

2
時
日
分

9
時
∞
分

江
時
お
分

1
時
∞
分

3
時
∞
分

l
昨
吋
日
分

2
時
日
分

防
衛
庁
で
は
、

2
等
陸
・
海
・
空
土
の
自
衛
官
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

採
用
に
な
り
ま
す
と
特
別
職
国
家
公
務
員
と
し
て
の
身
分
が
保
償
さ
れ
る
と

と
も
に
、
各
種
の
技
術
教
育
が
受
け
ら
れ
、
国
家
資
格
免
許
も
幅
広
く
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

又
、
自
衛
隊
生
活
に
よ
っ
て
、
強
い
責
任
感
・
強
健
な
身
体
が
培
わ
れ
社
会

に
お
い
て
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ザ
お
い
皆
さ
ん
の
応
募
を
心
か
ら
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

1
、
受
付
期
間

常
時
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

2
、
応
募
資
格

問
オ
1
お
才
未
満
の
方

3
、
そ
の
他

待
遇
、
そ
の
他
詳
し
く
知
り
た
い
方
、
応
募
し
た
い
方
は
、
左
記
へ
御
連

絡
し
て
下
さ
い
。
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